
三
協
紙
業
社
長
　
　
　
　
　
（
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
　
　
佐
方
　
将
義
氏

巻
心
の
総
合
企
業
に
地
場
紙
管
協
力
網
を
構
築

トップインタビュー

　
さ
か
た
・
ま
さ
よ
し
　

年

昭

名
古
屋
大
工
卒
、
同

年
三
菱
樹
脂
入
社
。

年
三
協
紙
業
入
社
、

年
総
務
部
長
、

年
社
長
。
大
阪
府
出
身
、

歳
。

　
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
三
協

紙
業

大
阪
市
中
央
区
、
０
６

・
６
９
４
７
・
０
３
２
３

は
、
フ
ィ
ル
ム
や
テ
ー
プ
の
巻

心
に
使
わ
れ
る
紙
管
な
ど
の
製

造
・
販
売
を
手
が
け
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
後
の
２
０
１
１

年
５
月
に
北
茨
城
工
場

北
茨

城
市

を
稼
働
し
た
。
佐
方
将

義
社
長
に
事
業
戦
略
や
産
業
人

ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
な
ど
を
聞
い

た
。

茨
城
・
山
谷
逸
平

◇

　
―
茨
城
県
に
は
県
南
企
業
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
土
浦
工
場

を
置
い
て
い
ま
す
。
北
茨
城
工

場
を
新
設
し
た
理
由
は
。

　
「
県
内
の
大
手
電
機
メ
ー
カ

ー
、
福
島
県
の
郡
山
、
い
わ
き

エ
リ
ア
な
ど
の
企
業
へ
の
供
給

を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
紙
管

は
か
さ
ば
る
た
め
、
消
費
地
に

よ
り
近
い
場
所
で
の
生
産
が
求

め
ら
れ
る
」

　
―
ど
ん
な
環
境
で
何
を
つ
く

る
か
が
重
要
だ
と
主
張
し
て
い

ま
す
。

　
「
１
９
３
７
年
か
ら
一
貫
し

て
紙
管
づ
く
り
を
し
て
き
た
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

展
し
、
国
内
市
場
は
縮
小
傾
向

に
あ
る
。
食
品
や
電
子
材
料
業

界
で
は
紙
粉
の
出
る
紙
管
離
れ

も
進
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
で
も
使
え
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
管
に
参
入
し
、

北
茨
城
工
場
で
製
造
を
始
め

た
。
ま
た
紙
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
組
み
合
わ
せ
た
紙
管
な
ど
の

開
発
拠
点
に
も
位
置
づ
け
て
い

る
」

　
―
供
給
側
の
再
構
築
も
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　
「
地
場
に
根
付
い
て
い
る
中

小
・
零
細
の
紙
管
企
業
各
社
が

連
携
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

再
構
築
が
必
要
だ
。
業
界
に
は

巻
心
の
総
合
企
業
が
な
く
、
購

入
企
業
は
紙
管
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
管
ご
と
に
発
注
し
て
い
る
。

当
社
を
紙
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、

他
材
料
で
管
を
製
造
で
き
る
総

合
巻
心
企
業
に
成
長
さ
せ
た

い
。
各
工
場
を
紙
管
各
社
の
核

と
し
、
中
小
・
零
細
が
協
力
・

共
存
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り

た
い
」

　
―
短
中
期
の
事
業
の
方
向
性

は
。

　
「
表
面
が
平
滑
な
紙
管
を
、

紙
管
各
社
が
製
造
で
き
る
環
境

を
整
え
る
べ
く
、
技
術
開
発
し

て
い
る
。
技
術
を
普
及
し
、
調

達
企
業
が
各
社
か
ら
平
滑
な
紙

管
を
購
入
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
紙
管
の
付
加
価
値
を
高

め
、
競
争
力
の
あ
る
業
界
に
し

た
い
」

　
―
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ
に
期

待
し
て
い
る
こ
と
は
。

　
「
地
場
の
中
小
企
業
を
中
心

に
約
１
６
０
社
・
団
体
が
加
入

し
て
い
る
点
に
魅
力
を
感
じ
て

い
る
。
す
で
に
数
社
と
の
取
引

を
始
め
た
。
茨
城
産
業
人
ク
ラ

ブ
に
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が

生
ま
れ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
会
や
新

製
品
共
同
発
表
会
な
ど
の
仕
掛

け
づ
く
り
を
期
待
し
た
い
」

時代のニーズに対応塩野製作所・塩野博万社長　�

１
９
７
６
年
当
時
の
旧
本
社

東
京
都
昭
島
市

　
主
に
航
空
・
宇
宙
関
連
部
品
の
切
削

加
工
を
手
が
け
て
い
る
。
昭
和
飛
行
機

工
業
で
汎
用
旋
盤
工
だ
っ
た
父
、
塩
野

請
一
が
１
９
６
０
年
に
創
業
し
た
。
戦

後
、
立
川
飛
行
場
が
米
軍
に

接
収
さ
れ
て
い
た
時
代
。
父

は
英
語
が
堪
能
だ
っ
た
た

め
、
米
軍
関
係
者
が
頻
繁
に

訪
れ
た
。
週
末
に
な
る
と
日

本
で
は
売
っ
て
い
な
い
ウ
イ

ス
キ
ー
を
手
み
や
げ
に
や
っ

て
き
て
、
自
動
車
の
エ
ン
ジ

ン
部
品
の
加
工
を
頼
ま
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

　
米
軍
関
係
者
が
持
ち
込
ん

だ
航
空
機
部
品
を
、
家
の
庭

先
で
削
り
だ
し
た
の
が
部
品

加
工
会
社
と
し
て
の
ル
ー
ツ

だ
。
ち
ょ
う
ど
私
が
産
ま
れ

た
時
期
と
重
な
る
。
高
度
経

済
成
長
を
迎
え
て
自
動
車
、

電
機
な
ど
の
部
品
も
手
が
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
手
メ
ー
カ
ー
と

の
直
接
取
引
は
少
な
か
っ
た
が
、
墨
田

区
、
大
田
区
の
業
者
の
依
頼
を
受
け
、

自
然
と
業
容
を
拡
大
し
た
。
人
手
が
足

り
な
い
た
め
、
私
も
駆
り
出
さ
れ
た
。

父
か
ら
「
東
京
タ
ワ
ー
に
連
れ
て
い
っ

て
や
る
」
と
言
わ
れ
、
加
工
し
た
部
品

を
詰
め
た
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ

て
納
品
し
た
こ
と
も
あ
る
。

　
創
業
か
ら

年
で
手
が
け
る
部
品
の

量
も
増
え
た
。
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の

下
請
け
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
部

品
を
大
量
生
産
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。

郵
便
局
や
銀
行
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
移

行
し
て
い
た
時
代
。
最
盛
期
に
は
中
型

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
用
の
デ
ィ
ス
ク
ド
ラ

イ
ブ
の
ア
ル
ミ
カ
バ
ー
が
月

産
３
０
０
０
台
分
に
も
な
っ

た
。

　
当
時
の
中
小
企
業
と
し
て

は
積
極
的
に
設
備
投
資
し

た
。

年
代
半
ば
に
横
型
マ

シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ

Ｃ

を
導
入
。
関
東
で
も
一

番
早
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
記
憶
し
て
い
る
。
導
入
し

た
理
由
は
、
航
空
機
向
け
部

品
加
工
で
魅
力
的
な
仕
事
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
海
外
大
手
重
工
業
メ
ー
カ

ー
が
汎
用
旋
盤
、
汎
用
フ
ラ

イ
ス
を

台
ほ
ど
並
べ
て
つ

く
る
部
品
を
、
Ｍ
Ｃ
を
用
い

て
２
工
程
で
つ
く
っ
た
。

「
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
」
と
、
海
外
メ

ー
カ
ー
の
技
術
者
５
―
６
人
が
本
社
に

来
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
結
局
、
「
確
か

に
す
ご
い
技
術
だ
」
と
感
心
し
な
が
ら

帰
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
の
後
も
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
手
が
け
る
部
品

が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
Ｉ
Ｔ

バ
ブ
ル
も
あ
り
、
２
０
０
０

年
に
な
る
ま
で
は
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
向
け
が
続
き
、
そ
の

後
は
携
帯
電
話
の
基
地
局
の

パ
ワ
ー
ア
ン
プ
向
け
が
主
力

に
な
っ
た
。
た
だ
、
Ｉ
Ｔ
バ

ブ
ル
が
崩
壊
し
、
当
て
に
し

て
い
た
仕
事
を
失
っ
た
。
導

入
し
た
ば
か
り
の
機
械
が
稼

働
せ
ず
、
途
方
に
暮
れ
た
こ

と
も
あ
る
。
そ
れ
で
も
何
と

か
前
向
き
に
営
業
し
、
仕
事

量
を
確
保
し
た
。

全
３
回

コ
ン
ク
リ
用
混
和
材
製
販
大
分
ゼ
ロ
テ
ク
ノ

　大分産業人クラブのゼロテクノ（大
分市、岡田秀敏社長、 ）
は、大分大学発ベンチャー。環境負荷
低減型エコマテリアルとして期待され
る次世代コンクリート用混和材「Ｃｆ
ＦＡ 写真」を製造・販売している。
トンネルや橋などのコンクリート構造
物の劣化が社会問題となる中、岡田社
長はＣｆＦＡの認知度を高めるために
全国を飛び回っている。
　ＣｆＦＡは石炭火力発電施設から排
出される産業廃棄物の石炭灰を再資源
化した材料で、東九州自動車道などで
採用されている。 年に大分大工学
部コンクリート工学研究室と共同で生
産技術を確立した。
　生コンクリートに混和することによ
り、乾燥収縮によるひび割れなどを抑
えて高耐久、長寿命のコンクリートを
つくれる。特にコンクリート組織を緻
密化するポゾラン反応が顕著で、岡田
社長は「 年以上の耐久性を期待で

きる」と胸を張る。
　全国の優良事業者と共同出資会社を
設立し、 年末に沖縄で石炭灰微粒子
を粒度別に分ける装置を稼働した。
年２月に四国でも生産を始める計画
だ。
　現在、石炭火力発電所はフル稼働の
状態で、石炭灰が増加している。再資
源化ニーズが強まっているだけに、事
業の成長が見込まれる。

朝
礼
で
社
員
の
積
極
性
養
う
　
　
　
　
　
新
潟
フ
チ
オ
カ

　新潟産業人クラブのフチオカ（新
潟県見附市、淵岡茂社長、

）は、研削砥石や研磨材、ダイ
ヤモンド工具、設備機器などを手が
けており、金属加工や石材土木の事
業者に最適なツールを提案できるの
が強み。このほか介護用品や防災用
品などを合わせて計２万 点もの
製品を取り扱っている。淵岡社長は
「現場主義で顧客の声を大切にす
る。グローバル経済の中、商社機能
を生かして海外展開も視野に入れ
る」と力強い。
　社員の積極性を養うため、毎日の
朝礼（写真）を実践している。社訓
を唱和した後、倫理法人会の「職場
の教養」を輪読し、当番がその話に
ついて感想を述べる。「大きな声を
出すと積極性が養われて元気が出
る。また輪読や感想を述べること
で、多様な状況の課題に対する思考
力や実行力を高められる」と説く。

　セミナーへの参加や朝礼、毎月の
全体会議・経営会議などを通じた人
材育成、徹底した現場主義で、 年
秋のリーマン・ショック後も継続し
て黒字を確保している。「例えば秋
田支店は岩手県の顧客も多く、 年
３月の東日本大震災では約２割が被
災した。しかし、設備工具の迅速な
供給、支払いの先延ばしをして喜ば
れた」と笑顔をみせる。

１－２月の予定
１　月

　

　◇ 日（木）東京産業人クラブ
「 年新春経済講演会＆賀詞交
歓会『健康をはかるから健康をつ
くるへ』講師／谷田千里タニタ社
長」（東京都千代田区、ホテルグ
ランドパレス）
　◇ 日（木）神奈川産業人クラ
ブ「 年新年合同祈祷会」（神
奈川県鎌倉市、鶴岡八幡宮）
　◇ 日（月）新潟産業人クラブ
「新春講演会＆新年会『ごきげん
新潟弁講座』講師／近藤丈晴ＢＳ
Ｎ新潟放送アナウンサー」（新潟
市中央区、新潟グランドホテル）
　◇ 日（火）大阪・滋賀産業人
クラブ「新春互礼会」（大阪市北
区、ＡＮＡクラウンプラザホテル
大阪）
　◇ 日（木）いわき産業人クラ
ブ「 年講演会＆合同新年祝賀
会『インド経済の現状と経営戦略
について』講師／サンジーヴ　ス
ィンハ・サンアンドサンズグルー
プ代表」（福島県いわき市、パレ
スいわや）
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ
・ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会「新
春賀詞交歓会」（東京台東区、懐
石瓢庵）
　◇ 日（月）東京産業人クラブ
・東京産学交流会「 年賀詞交
歓会＆新春講演会『江戸っ子１号
プロジェクト成功の軌跡』講師／
杉野行雄杉野ゴム化学工業所社
長」（東京都大田区、大森東急イ
ン）
　◇ 日（火）神奈川産業人クラ
ブ「賀詞交歓会＆特別講演会『
年神奈川産業の展望（仮題）』

講師／黒岩祐治神奈川県知事」
（横浜市西区、横浜ベイシェラト
ンホテル＆タワーズ）
　◇ 日（火）中国四国産業人ク
ラブ「 年交流会＆記念講演会
『どこで何に気がつくか～ビジネ
ス発見と成長の秘訣～』講師／福
田幸雄アスカネット代表取締役Ｃ
ＥＯ」（広島市中区、リーガロイ
ヤルホテル広島）
　◇ 日（木）名古屋産業人クラ
ブ「 年新年賀詞交歓会＆経済
講演会『中部地域の産業の展望と
課題（仮題）』講師／山本雅史中
部経済産業局長」（名古屋市中村
区、名古屋マリオットアソシアホ
テル）
　◇ 日（木）掛川産業人クラブ
「愛知産業視察会」（中日クラフ
ト、トヨタテクノミュージアム産
業技術記念館）

　

２　月
　

　◇３日（月）茨城産業人クラブ
「新春経済講演会＆賀詞交歓会
『ベトナムでのビジネスチャンス
について』講師／窪田光純ベトナ
ム経済研究所所長」（水戸市、水
戸京成ホテル）
　◇５日（水）宮城・福島・山形
・いわき産業人クラブ「キャンパ
スベンチャーグランプリ東北表彰
式＆記念パーティー」（仙台市青
葉区、ホテルメトロポリタン仙
台）
　◇５日（水）宮城産業人クラブ
「 年新春講演会＆交流会『東
北経済の発展に向けて（仮題）』
講師／守本憲弘東北経済産業局
長」（仙台市青葉区、ホテルメト
ロポリタン仙台）
　◇６日（木）千葉産業人クラブ
「新春経済講演会＆賀詞交歓会
『 年の経済展望（仮題）』講
師／佐久間英利千葉銀行頭取」
（千葉市中央区、三井ガーデンホ
テル千葉）
　◇７日（金）東京産業人クラブ
女性部会「２月例会『パブリック
・マインド』講師／河北博文河北
総合病院理事長」（東京都千代田
区、ＫＫＲホテル東京）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
「分科会『次世代企業連携の姿―
世界に羽ばたく、さいたまモデ
ル』講師／さいたま市産業創造財
団佐々木哲也氏」（さいたま市浦
和区、日刊工業新聞社さいたま総
局）
　◇ 日（木）栃木産業人クラブ
「賀詞交歓会＆特別講演会『子育
て支援からみたニュービジネスの
課題（仮題）』講師／大塚雅斗キ
ッズコーポレーション社長」（宇
都宮市、ホテル東日本宇都宮）
　◇ 日（木）岐阜産業人クラブ
「 年新春経済講演会＆懇親会
『地球規模でニーズを獲得』講師
／石川則男ＯＳＧ社長」（岐阜
市、岐阜グランドホテル）　
　◇ 日（金）埼玉産業人クラブ
「新春賀詞交歓会＆ 周年の集
い」（さいたま市浦和区、浦和ロ
イヤルパインズホテル）
　◇ 日（水）長野産業人クラブ
「 年新春講演会＆賀詞交歓会
『オンリーワン経営を目指して』
講師／後藤勇日進工具会長」（長
野市県町、ホテル国際 ）
　◇ 日（水）― 日（金）大阪
・名古屋・中国四国産業人クラブ
「台湾産業視察」
　◇ 日（水）滋賀産業人クラブ
「２月交流会『滋賀ラウンド・テ
ーブル』」（滋賀県草津市、ホテ
ルボストンプラザ草津）

フ
ァ
ソ
テ
ッ
ク
相
談
役
（
千
葉
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員
）
　
　
長
見
　
茂
氏

「新しいグランドシニアを目指そう！」出版人生はすべて日々 是好日

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 １月１０日 金曜日 　　

天
田
前
会
長
の

慰
労
会
を
開
く

　
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ
は

月

日
、
横
浜
ベ
イ
シ
ェ

ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
＆
タ
ワ
ー
ズ

横
浜
市
西
区

で
、
天
田

満
明
前
会
長

ア
マ
ダ
相
談

役
、
写
真
右

の
慰
労
会
を

開
い
た
。
天
田
前
会
長
は
２

０
０
１
―

年
度
に
会
長
を

務
め
た
。
天
田
前
会
長
は
三

木
会
長

同
左

に
「

会

社
を
経
営
し
て
い
る

現
役

の
人
が
や
る
の
で
、
元
気
と

活
気
あ
る
産
業
人
ク
ラ
ブ
に

な
る
」
と
エ
ー
ル
。
一
方
、

三
木
会
長
は
「
天
田
前
会
長

に
は
長
年
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
、
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
長

を
頼
ま
れ
て
は
断
る
な
ん
て

と
ん
で
も
な
か
っ
た
。
力
不

足
だ
が
、
皆
さ
ん
と
何
と
か

盛
り
上
げ
た
い
と
応
え
た
。

　

歳
で
起
業
、

歳
で
日

本
大
学
生
産
工
学
部
の
社
会

人
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
に
、
１

０
５
日
間
の
世
界
一
周
の
船

旅

、
挑
戦
を
続
け
て
い
る

千
葉
産
業
人
ク
ラ
ブ
会
員
の

フ
ァ
ソ
テ
ッ
ク
の
長
見
茂
相

談
役
。
世
界
遺
産
の
楽
し
み

方
や
経
営
者
の
姿
勢
を
ま
と

め
た
「
新
し
い
グ
ラ
ン
ド
シ

ニ
ア
を
目
指
そ
う
！
」
を
出

版
し
た
。
本
に
込
め
た
思
い

な
ど
を
聞
い
た
。

千
葉
・
山
田
諒

■
□
■

　
―
本
で
伝
え
た
い
こ
と

は
。

　
「
少
子
高
齢
化
と
長
寿
化

に
よ
り
、
高
年
齢
者
が
定
年

後
に
過
ご
す
時
間
が
延
び
て

い
る
。
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を

ど
う
充
実
さ
せ
る
か
を
考
え

る
こ
と
が
、
残
り
の
人
生
を

楽
し
む
た
め
に
必
須
だ
。
第

１
部
で
は
会
社
経
営
か
ら
完

全
に
退
い
た
後
の
体
験
を
紹

介
し
た
。
人
生
を
楽
し
む
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
。
第
２
部

で
は
次
代
の
経
営
を
担
う
人

材
に
対
し
、
社
長
を
経
験
し

た
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
の
責
務

と
し
て
経
営
者
の
あ
り
方
を

説
い
た
」

　
―
船
旅
で
は
多
く
の
世
界

遺
産
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
「
技
術
者
と
し
て
生
き
て

き
た
身
と
し
て
、
遺
産
が
ど

れ
ほ
ど
の
時
間
が
か
け
ら
れ

て
つ
く
ら
れ
、
ど
う
修
復
さ

れ
た
か
と
い
っ
た
過
程
に
興

味
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
視

点
で
書
か
れ
た
遺
産
紹
介
本

は
な
い
と
思
う
。
定
年
が
迫

っ
た
技
術
者
ら
が
余
生
を
楽

し
む
た
め
の
参
考
に
な
れ
ば

著
者
冥
利
に
つ
き
る
。
過
程

み
ょ
う
り

に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ

り
、
長
期
的
な
視
点
で
の
思

考
を
育
て
ら
れ
る
。
会
社
経

営
に
も
役
立
つ
こ
と
を
伝
え

た
い
」

　
―
人
生
を
楽
し
む
た
め
に

は
何
が
求
め
ら
れ
ま
す
か
。

　
「
目
標
を
定
め
、
そ
れ
を

達
成
す
る
こ
と
だ
。
言
い
換

え
れ
ば

成
功
し
た
自
分
の

姿

を
絶
え
ず
イ
メ
ー
ジ
す

る
こ
と
。
期
間
は
短
く
て
い

い
し
、
大
そ
れ
た
目
標
で
な

く
て
い
い
。
他
人
と
比
べ
る

必
要
も
な
い
。
設
定
し
や
す

い
よ
う
に
、
第
２
部
で
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
を
紹
介
し
た
。
人
生

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

日
刊
工
業
新
聞
社
刊

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

青
木
氏
が
優
勝

神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ

三
木
治
一
会
長

三
木
プ

ー
リ
社
長

は

月
４
日
、

湘
南
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市

で

第

回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
い
た
。
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、
会
員
ら

人

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結

果
、
ニ
ッ
ク
ス
の
青
木
伸
一

会
長

写
真
左

が
ネ
ッ
ト

・
２
、
グ
ロ
ス

で
優
勝

し
、
三
木
会
長

同
右

が

副
賞
と
し
て
安
倍
晋
三
首
相

が
オ
バ
マ
米
大
統
領
に
贈
っ

た
「
山
田
パ
タ
ー
」

三
木

プ
ー
リ
寄
贈

を
贈
っ
た
。

青
木
氏
は
ド
ラ
コ
ン
賞
も
獲

得
し
、
「
久
し
ぶ
り
の
参
加

だ
っ
た
が
優
勝
で
き
て
よ
か

っ
た
。
す
ば
ら
し
い
パ
タ
ー

も
い
た
だ
い
た
の
で
、
少
し

ゴ
ル
フ
に
専
念
し
、
２
０
１

４
年
も
優
勝
を
狙
い
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
２
位
は
三
木
会
長
で
、
天

候
に
恵
ま
れ
て
楽
し
く
ゴ
ル

フ
で
き
た
と
振
り
返
っ
た
。

３
位
は
斉
藤
武
夫
氏

元
藤

栄
電
機
社
長

で
、
グ
ロ
ス

の
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
、ド

ラ
コ
ン
賞
を
獲
得
し
た
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
横
浜
・

日
産
追
浜
工
場
を
見
学

東
京
産
学
交
流
会

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
東

京
産
学
交
流
会

渡
辺
佳
英

会
長

大
崎
電
気
工
業
会

長

は

月
３
日
、

月
定

例
会
「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
横
浜

工
場
＆
日
産
追
浜
工
場
見
学

会
」
を
実
施
し
た
。
企
業
の

技
術
者
や
経
営
者
ら
約

人

が
参
加
し
た
。

　
ま
ず
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
横

浜
工
場

横
浜
市
鶴
見
区

を
訪
問
し
、
ビ
ー
ル
の
仕
込

み
や
発
酵
な
ど
の
製
造
工
程

に
つ
い
て
学
習
後
、
で
き
た

て
の
ビ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
。

一
方
、
日
産
自
動
車
の
追
浜

工
場

神
奈
川
県
横
須
賀

市
、
写
真

で
は
赤
や
青
な

ど
の
色
と
り
ど
り
の
ボ
デ
ィ

ー
の
下
側
か
ら
部
品
を
組
み

付
け
る
流
れ
作
業
、
電
気
自

動
車
Ｅ
Ｖ
「
リ
ー
フ
」
の

車
体
に
電
池
が
取
り
付
け
ら

れ
る
様
子
を
見
学
し
た
。
ロ

ー
ラ
ー
上
を
時
速
１
０
０

で
走
ら
せ
る
走
行
実
験
で

は
驚
き
の
声
が
あ
が
っ
た
。

　
見
学
後
の
質
疑
応
答
で
は

「
年
間
の
生
産
台
数
は
ど
の

ぐ
ら
い
か
」
「
す
べ
て
の
工

程
で
何
時
間
か
か
る
の
か
」

「
地
震
が
起
き
た
際
に
は
工

場
ラ
イ
ン
は
自
動
で
止
ま
る

の
か
」
と
い
っ
た
質
問
が
次

々
と
飛
び
出
し
た
。
普
段
は

入
れ
な
い
現
場
に
興
味
が
尽

き
な
い
様
子
だ
っ
た
。

広
実
九
州
経
産

局
長
が
講
演

九
州
・
山
口
産
業
人

ク
ラ
ブ
が
忘
年
の
会

　
九
州
・
山
口
産
業
人
ク
ラ

ブ

花
田
寛
会
長

キ
ュ
ー

ヘ
ン
社
長

は

月
９
日
、

博
多
エ
ク
セ
ル
ホ
テ
ル
東
急

福
岡
市
博
多
区

で
「
講

演
と
忘
年
の
会
」
を
開
い

た
。
広
実
郁
郎
九
州
経
済
産

業
局
長

写
真

が
「
経
済

産
業
政
策
の
展
望
と
九
州
」

と
題
し
て
国
の
日
本
再
興
戦

略
や
経
済
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
つ
い
て
概
説
し
、
「
好
調

な
自
動
車
産
業
の
一
本
足
打

法
で
は
な
く
、
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
農
業
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

な
ど
の
新
産
業
を
つ
く
る
必

要
が
あ
る
」
と
、
経
営
者
ら

参
加
者
約

人
に
訴
え
た
。

　
忘
年
の
宴
で
は
花
田
会
長

が
「
２
０
１
３
年
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
や
東
京
五
輪
開
催
決

定
、
当
ク
ラ
ブ
の

周
年
な

ど
明
る
い
話
題
が
あ
っ
た
。

年
は
引
き
続
き
復
活
の
年

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
井
上
信
之
副
会
長

正
興
電
機
製
作
所
相
談

役

が
「
株
価
や
為
替
な
ど

良
い
経
済
環
境
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

年
は
成
果
を
出
そ

う
。
ク
ラ
ブ
も
異
業
種
交
流

を
活
性
化
し
よ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

ア
ク
セ
ス
解
析
セ
ミ

亀
井
氏
ら
研
究
発
表

大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
は

月
５
日
、
効
果
的
な
ウ
ェ
ブ

戦
略
策
定
の
た
め
の
「
ア
ク

セ
ス
解
析
セ
ミ
ナ
ー
」

日

本
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
広
告
協
会
、
ウ

ェ
ブ
解
析
士
協
会
共
催

を
、
日
刊
工
業
新
聞
社
大
阪

支
社

大
阪
市
中
央
区

で

開
催
し
た

写
真

。
解
析

士
協
会
の
江
尻
俊
章
理
事
に

よ
る
「
良
い
コ
ン
テ
ン
ツ
と

は
」
に
続
き
、
ウ
ェ
ブ
解
析

士
マ
ス
タ
ー
の
亀
井
耕
二
氏

ら
が
研
究
発
表
。
ま
た
参
加

者
の
企
業
の
ウ
ェ
ブ
戦
略
を

解
析
し
、
改
善
点
を
解
析
士

が
提
案
し
た
。
参
加
者
も
提

案
す
る
な
ど
活
発
に
議
論
し

た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
身
近
な

事
例
が
多
く
分
か
り
や
す
か

っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
あ
っ

た
。
一
方
、
講
師
の
亀
井
氏

は
「
講
師
が
し
ゃ
べ
る
一
方

通
行
で
は
な
く
、
参
加
型
セ

ミ
ナ
ー
の
方
が
勉
強
に
な

る
」
と
強
調
し
た
。

久
須
美
酒
造
社
長
招
き

社
長
会
と
忘
年
会
開
く

新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

佐

藤
金
治
郎
会
長

佐
文
工
業

所
常
務

は

月
６
日
、
国

登
録
有
形
文
化
財
の
宿
、
嵐

渓
荘

新
潟
県
三
条
市

で

「
社
長
会
と
忘
年
会
」

写

真

を
開
い
た
。
「
夏
子
物

語
」
や
「
亀
の
翁
」
の
銘
柄

が
人
気
の
久
須
美
酒
造

長

岡
市

の
久
須
美
賢
和
社
長

を
ゲ
ス
ト
に
招
い
た
。
久
須

美
社
長
は
「
日
本
酒
の
楽
し

み
方
や
知
識
」
を
テ
ー
マ
に

利
き
酒
の
感
想
や
意
見
を
や

り
と
り
し
つ
つ
、
日
本
酒
の

長
所
を
披
露
し
た
。

人
が

参
加
し
た
。

　
嵐
渓
荘
は
山
里
の
渓
流
沿

い
に
あ
る
木
造
３
階
建
て
の

秘
湯
の
宿
で
、
四
季
折
々
の

自
然
を
満
喫
で
き
る
。
宴
会

は
地
元
の
お
い
し
い
料
理
と

酒
で
会
話
が
弾
ん
だ
。


